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【課題の概要】 
本研究は、高感度検出器を備える透過型電子顕微鏡その場

観察において、溶液から前駆体を経て結晶ができるまでの核
生成過程の一部始終を、機械学習による核生成領域の推定を
組み合わせることで可視化するものである。 

【学術的意義、期待される研究成果等】 
全ての材料創製の鍵となる核生成における鍵ファクターを

明確にし、核生成の理論モデルの構築につながることが期待
できる。 

 


